
教員養成課程における学校安全教育への
意識とニーズ

飯嶋 ⾹織（関⻄国際⼤学）

本日の概要
• 学校安全と学校安全の体系
• 新学習指導要領の防災教育
• 防災教育から考える安全教育の問題点

• 安全と教育のはざまで 組体操の現状から考える
重⼤事故の発生が続く
問題視される組体操
ではなぜ中止にしないのか？ 教員、児童生徒 保護者の考え方
教育上の意義？

• 教職課程の学生への示唆

学校安全と学校安全の体系
• 学校健康教育の三領域

学校安全 学校保健 学校給食

• 学校安全における３領域
・生活安全・交通安全・災害安全

生活安全： 日常の学校活動でのけがを防止したり、事件や事故、
不審者からこどもたちを守ったりする活動

交通安全： 省略
災害安全： 防災教育に関する領域

• 学校安全の体系（安全教育・安全管理・組織活動）

災害安全： 防災教育に関する領域の変化
• 災害発生時にどのように身を守るか

例)火災発生時の避難 地震発生時の対応
↓

• 災害を引き起こす自然現象（ハザード）の理解や災害への備えといった要素も追
加

• 小・中学習指導要領（平成29年告示）
防災教育の教科化は実現せず

「防災教育のミニマム・エッセンシャルズ」の3領域
「ハザードの理解」「備え」「対応」

諏訪清二,2020「防災教育のテッパン―本気で防災教育を始めよう」
明石スクールユニフォームカンパニー



学習指導要領での防災教育の位置づけの変化
「現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内容に
○「伝統や文化に関する教育」
○「主権者に関する教育」
○「消費者に関する教育」
○「法に関する教育」
○「知的財産に関する教育」
○「郷土や地域に関する教育」
○「海洋に関する教育」
○「環境に関する教育」
○「放射線に関する教育」
○「生命の尊重に関する教育」
○「心身の健康の保持増進に関する教育」
○「食に関する教育」
○「防災を含む安全に関する教育」

「小・中学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編」 2017年３月

防災を含む安全に関する教育
（現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内容）
例）小学校「体育科」「特別の教科 道徳」「理科」「社会科」

「家庭科」「生活科」「特別活動」

引用 諏訪清二 学校の防災教育 〜新しい学習指導要領の下で〜 【第2回】「学習指導要領」と「防災教育」
2020/04/14

https://moshimo-stock.jp/article/entry/2020/04/school-edu-2/

引用 https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/077/siryo/__icsFiles/afieldfile/2017/03/28/1382429_5.pdf

• https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/07
7/siryo/__icsFiles/afieldfile/2017/03/28/1382429_5.pdf



千葉県作成の安全教育の手引き
自助と共助という考え方：学校段階が上がると共助へ重点が移る

途中省略

防災教育から考える安全教育の問題点
• 教科横断的といった場合に主たる担当者の不在？

各教科の教育内容に寄せ集めのよう教育で 安全教育や防災教育の成果が出るのか？
内容を盛り込みすぎている
「安全」が中心？「防災」が中心

⇒ 定まらない視点
• 学校の施設の問題でも同様の傾向がみられる

危険に対する意識や安全に関する考え方が教員間で共有されていない
危険に対する感覚の児童・生徒と教員との差

主に学校施設面での調査研究
国立教育政策研究所 令和元年度-令和２年度プロジェクト研究,2021年3月

「児童生徒の安全・安心と学校空間に関する調査研究」（報告書）学校安全は教育活動のすべてにかかわるが、安全とはなにか？という共通
の認識は どのようになっているのであろうか？

安全と教育のはざまで 組体操の現状から考える 例)重大事故・死亡事故も発生
奈良県教育委員会「組体操による事故の概要」

組体操で平成４年,平成
８年に死亡事故が発生



奈良県-死亡事故があっても組体操は継続

引用 奈良県教育委員会
http://www.pref.nara.jp/secure/160591/28_18th_tah08.pdf

例)兵庫県教育委員会
平成30年度公立小・中学校における体育大会（運動会）での組体操事故等調査のまとめ



内田良氏の発言
• 組体操の危険性を主張し、現在のムーブメントを主導したのは学校に

おけるリスク･マネジメントを研究する内田良(名古屋⼤学教育学研究
科准教授)氏

• 内田良氏は組体操だけではなく、柔道事故や水泳事故、運動部活動に
おける体罰や事故への問題提起をインターネット上で展開

• 「組体操は危険だからやめたほうがよい」というステレオタイプのイ
メージが学校を含めた世論全体を動かしているように感じられる。

同時に児童の体力の２極化で危険度の増⼤
平成 28 年度広域科学教科教育学研究 研究成果報告書 研究代表者 鈴木 秀「学校教育に見られる「伝統」の
継承に関する研究 ―運動会・体育祭に見られる「組体操」を焦点に−」東京学芸⼤学

①児童・生徒の体力低下での危険度の増大
②組体操の過熱 (2010年頃から)

②学習指導要領から記載がなくなった後も、組み体操は国による教育的
意義の位置付けやルール整備がないまま運動会や体育祭の花形種目とし
て伝統的に続いてきた。
引用 東京新聞 https://sukusuku.tokyo-np.co.jp/education/3488/

②ネット上の動画投稿サイトの普及
で、教師らが他の学校の投稿を参考
に、高く組む方法をまねするように
なったのが一因？

①児童生徒の体力低下による
体育の事故発生率の増加傾向

｢巨大組体操｣を考える視点
やめられないのか、やめないのか？

• 学校はなぜ｢巨⼤組体操｣をやめられないのか
保護者が望んでいるから？
教員が望んでいるから？

• 安全に実施すればよいという立場
現在の組体操の在り方を基本的に継承して
安全に実施

• 安全な組体操
現状の組体操とは、全く別物？

感動」「一体感」「達成感」という感動が
安全よりも優先？という現状



読売新聞2005年5月の記事より

感動を生み出す「装置」と
しての組体操

命の⼤切さを伝える？
本文は次ページに

前ページの内容
５年生で受け持ったクラスは、「死」や「殺す」という言葉を簡単に口にする子どもばかりだった。勝ち気なＦ

も例外ではなく、彼は何か気に食わないことがあると、友達に「お前なんか死ね！」と言い放った。
精子と卵子の出合いから始まる生命の奇跡や、小児がんと闘う子どもたちについての学習などを通じ、「命の重

み」を伝えようとした。
小学生が加害者と被害者になった殺人事件も取り上げた。多くの子どもたちが「命の勉強をしていれば起きなかっ

たのに」と言うなかで、Ｆだけは「命の⼤切さはわかるけど、自分を見失ったらキレてしまうかもしれない……」。
Ｆの言葉にハッとさせられた。きれいごとではなく、もっと実感として「命の重み」を伝えなければならない。

運動会では組体操に挑戦した。背中や肩に乗る友達の重みに、「痛い」「苦しいよ」
と口々に訴える子どもたち。「それが命の重みなんだよ」と私は伝え、励ました。Ｆは
泣き言を言わず、友達の重みに耐えていた。大きなタワーが完成した時、真っ先に歓声
を上げたのはＦだった。

学習発表会では、ソーラン節に合わせてパワフルに歌い踊る「ソーラン踊り」に取り組んだ。全身を動かして表
現することで、自分の命の鼓動を感じてほしかった。踊り終え、ハァハァと息を切らすＦたちに「今、みんなの命が
輝いているよ」と伝えた。

Ｆはこう振り返った。「命の勉強をたくさんした。友達といろいろなことをしたのが
一番勉強になった。おれには友達がいる。ケンカもするけど、友達の命は⼤切だ。だか
らおれの命も⼤切だと思った」

命の⼤切さを伝えるのは簡単ではないが、伝えることの重要性を私はＦの言葉で確信
した。（彰） ◇筆者は男性教諭です。

組体操の課題(1)
組み体操なぜ事故突出？ 「達成感ある」親も期待

2017/11/14 05:45神⼾新聞NEXT
組み体操事故が全国でも突出して多発していることが明らかになった兵庫県内の小中学校。学校現場では組み体操を取りやめる動きがあ

る一方、なお高い段数のピラミッド演技を続ける学校があるなど、対応がばらつく。「達成感がある」といった生徒の声や、期待を寄せる
保護者の思いも背景にあるが、有識者からは「いつ重大事故が起きても不思議ではない」と危惧する声も上がっている。

兵庫県南部にある公立中学校では９月、体育⼤会の組み体操で、男子生徒たちが「８段ピラミッド」を披露した。
全国的には、ピラミッドの段数を規制したり、やめたりする動きがある中での実施。同校の５０代男性教諭は「教員にも葛藤があったが、

培ってきた伝統がある。『先輩がやってきたことなので、やらないと』という生徒の気持ちも大きい。保護者や地域の反対もなかった」と
明かす。見守る教員を増やすなどの対策を講じたという。

神⼾市立高取台中学校（同市⻑田区）でも、実施を求める声に応え、低い段数のピラミッドなどを続けている。有本直道校⻑（６０）は
「高さでなく美しさが⼤事。どんな技でも事故は起こり得るので、⼤技だけでなく、太ももの上で立つ２人技『サボテン』などにも注意を
払っている」と強調する。

⼀⽅、組み体操などをソーラン節に切り替えた神⼾市立本庄中学校（同市東灘区）。生徒や保護者から復活を望む声を受けて検討したも
のの「教員側の準備不足がある。教員研修を徹底してから」と慎重な姿勢だ。

来年、⻑男が中学の組み体操に参加するという三木市の⼥性（４１）は「体育大会の見せ場でもあるし、楽しみ」と話すが「ピラミッド
の⼀番上にわが子が乗ったらと思うと、ひやひやする」と不安な心情を吐露。

事故状況を調べた⼤阪経済⼤の⻄⼭豊教授は「改善されつつあるとはいえ、一つの県がこれだけ突出しているのは異常で、⼤事故につな
がりかねない。『今まで事故が起こらなかったから⼤丈夫』という気持ちを捨て、ゼロから対応を見直すべきだ」と指摘した。
（上田勇紀、井上 駿）

組体操の課題(2)
木村 草太「これは何かの冗談ですか? 小学校「道徳教育」の驚きの実態‐法よりも道徳が大事なの!?」2016

https://gendai.ismedia.jp/articles/-/47434
その主人公、つよし君は、組体操に熱心に取り組み小学校6年生だった。そんな彼が、人間ピ
ラミッドの練習中に事故にあう。 (広島県教育員会作成 道徳の教材資料 現在は削除)

今日は運動会の前日。最後の練習だ。笛の合図でだんだんとピラミッドができあがっていく。二段目、三段目。とうとうぼくの番だ。手と足をいつもの場所に置き（さあ決めてやる）と思ったしゅん間、ぼくの体は安定を失い、床に転げ落ちていた。かたに痛みが走る。
ぼくはそのまま病院に運ばれた。骨折だった。ぼくは、目の前がまっ暗になったようで何も考えられなかった。
事故の原因は、わたる君がバランスを崩したことだった。わたる君はごめんと謝るが、つよし君は許すことが出来ない。そんなつよし君に、お⺟さんが次のように語る。
「一番つらい思いをしているのは、つよしじゃなくてわたるくんだと思うよ。⺟さんだって、つよしがあんなにはりきっていたのを知っているから、運動会に出られないのはくやしいし、残念でたまらない。でも、つよしが他の人にけがさせていた方だったらもっとつらい。つよしがわたるくんを許せるのなら、体育祭に出るよりも、もっといい勉強をしたと思うよ」
つよし君の心に、「今一番つらいのはわたるくん」という言葉が強く残る。そして、「その夜、ぼくは、わたる君に電話しようと受話器をとった」

という⼀文でこの教材は終わる。



インタビューでの内田良氏での回答
学校はなぜ｢巨大組体操｣をやめられないのか "保護者が望んでいるから"は本当か？

https://toyokeizai.net/articles/-/83619?page=2
けがが起きたときの学校の対応について

「巧妙だと感じるのが、誰かがケガをしても、「その子のために、みん
なが一致団結するんだ」っていう物語をつくってしまうところ。よくある
のが、誰かが骨折で入院したりすると、クラス全員からの手紙を届けるん
ですって。それを読むと、親も子どももジーンとなって、すべてを忘れ
るっていう。すごい技術だなーと思って（苦笑）。」

組体操は、骨折はもちろん、場合によって死の危険もあるほど危険な競技
だ。それを強要するなら、これらの疑問に誠実に答える必要がある。「ク
ラスの団結力を高める」、「困難を努力で乗り越える」という程度の教育
目的では、あえて、組体操という危険な競技を選ぶことを正当化すること
は不可能 木村 草太 https://gendai.ismedia.jp/articles/-/47434

令和２年(2020年)から
「運動会・体育⼤会における組体操の禁止について」神⼾市
年度は、スポーツ庁から「学校における体育活動中の事故防止等について」（7月5

日）、 市⻑から「組体操の実施見合わせに係る要請」（8月2日）が出され、「組体
操が安全な状態で実施できないと判断する場合には実施を見合わせるよう」強く要請
https://www.city.kobe.lg.jp/z/kyoikuinkai/kyoukasidouka/kumitaisoukinnsi.html

神⼾市⻑ 怒りのツイート
組み体操やめさせない教委に 2019年9月26日

https://www.nhk.or.jp/politics/articles/statement/23351.html

これに対してインターネット上では「勇気ある発言を支持します！」、
「もう組み体操の時代ではない」などと、久元市⻑を支持する意見の
⼀⽅、「僕は組み体操を通して、友だちと信じ合える気持ちが高まり
ました」と、組み体操を肯定する声も投稿されるなど、注目を集めて
います。

市の教育委員会は「各学校はすでに練習や準備を重ねており、すぐ
にやめるのは難しい。来年春の対応については、今後検討したい」と
話しています。

外部からの意見で結局は中止に？

安全と教育のはざまで 組体操の現状から考える
⇒ 教職課程教育への示唆

「感動」「一体感」「達成感」という感動の呪縛から解放は可能か？

• 教職課程の学生に何を教えるのか？

①安全とは何か？定義のあいまいさ
学校事故を減らせばよいのか？

⇒危険を回避するためには危険を知ることが必要
②安全が必ずしも優先されていない現状をどう考えるのか？という教材

決定にかかわる複数のステークホルダー
教員
児童・生徒
保護者
教育委員会
学習指導要領(文部科学省)

③ 防災教育：クロスロードゲーム 「コミュニティ防災」
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